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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
闇
夜
の
桜
と
春
の
月
―
―
―
―
―
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
８
７
６
Ｏ

【
作
者
名
】

　
黒
影
美
野

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
白
夜
兄
ィ
ち
ゃ
ん
の
馬
鹿
ぁ
！
！
！
も
う
知
ら
な
ぁ
い
ぃ
！
！
！
」

「
・
・
・
嫌
わ
れ
た
・
・
・
・
・
・
」

「
ち
ょ
っ
、
白
夜
？
！
砂
化
し
て
る
ぞ
！
！
？
大
丈
夫
だ
！
！
都
輝
夜
は
、
ふ

ざ
け
て
る
だ
け
で
、
本
気
で
は
言
っ
て
な
い
ぞ
！
！
？
」

「
・
・
・
よ
か
っ
た
・
・
・
・
・
」

「
は
は
は
っ
」
（
面
倒
臭
い
、
兄
妹
だ
な
・
・
・
）

も
う
・
・
・
な
ん
と
言
う
か
・
・
・
・
・
・
カ
オ
ス
だ
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黒
田
龍
野
が
実
家
に
帰
っ
た
時
の
日
常
で
す
。
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え
・
・
・
え
ぇ
ェ
ェ
ェ
エ
ェ
ェ
ェ
ェ
え
！
！
？
（
前
書
き
）

今
回
は
、
も
う
・
・
・
・
・
勘
弁
し
て
下
さ
い
・
・
・
・
・
・
（
↑
意
味
わ
か

ら
ん
わ
）
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え
・
・
・
え
ぇ
ェ
ェ
ェ
エ
ェ
ェ
ェ
ェ
え
！
！
？

桜
・
・
・
・
・
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
サ
ク
ラ
亜
属
 

Ｐ
ｒ
ｕ
ｎ
ｕ
ｓ
 

ｓ
ｕ
ｂ
ｇ
．

 
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｕ
ｓ
 

ま
た
は
サ
ク
ラ
属
 

Ｃ
ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｕ
ｓ
 

の
総
称
で
日

本
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
花
の
一
つ
。

サ
ク
ラ
は
突
然
変
異
が
多
い
植
物
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
花
弁
や
雄
蕊
の
変

化
、
花
の
大
き
さ
、
色
の
変
化
、
実
の
増
減
な
ど
が
多
分
に
見
ら
れ
る
。
時
に

は
枝
ご
と
に
突
然
変
異
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
特
徴
か
ら
、
様
々
な
場

所
に
あ
わ
せ
て
変
化
し
、
多
く
の
自
然
種
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
家
不

和
合
性
を
持
つ
も
の
も
多
い
た
め
一
代
限
り
の
突
然
変
異
も
稀
で
は
な
い
。
自

家
不
和
合
性
を
持
つ
場
合
、
次
の
代
に
は
同
じ
特
徴
が
受
け
継
が
れ
な
い
事
が

多
い
。

（
＊
注
意
＊
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
【
サ
ク
ラ
】
項
、
【
簡
易
説
明
】
及
び
【
突
然

変
異
と
品
種
改
良
】
よ
り
抜
粋
）

鬼
・
・
・
・
・
日
本
の
妖
怪
。
民
話
や
郷
土
信
仰
に
登
場
す
る
悪
い
物
、
恐
ろ

し
い
物
、
強
い
物
を
象
徴
す
る
存
在
。

そ
こ
か
ら
鬼
と
い
う
言
葉
に
は
「
強
い
」
「
悪
い
」
「
怖
い
」
と
い
う
意
味
も

あ
る

（
＊
注
意
＊
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
【
鬼
】
項
よ
り
抜
粋
）
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羅
刹
・
・
・
・
・
、
仏
教
の
天
部
の
一
つ
十
二
天
に
属
す
る
西
南
の
護
法
善
神
。

羅
刹
と
も
言
う
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
登
場
す
る
鬼
神
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
が
仏
教
に

ら
せ
つ

取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

羅
刹
と
は
鬼
神
の
総
称
で
あ
り
、
羅
刹
鬼
・
速
疾
鬼
・
可
畏
と
も
訳
さ
れ
る
。

ら
せ
つ
き

そ
く
し
つ
き

か
い

ま
た
羅
刹
天
は
別
名
涅
哩
底
王
（
Ｎ
ｉ
ｒ
ｒ
ｔ
ｉ
－
ｒ
ａ
ｊ
ａ
の
音
写
、
ラ
ー

ジ
ャ
は
王
で
、
ね
い
り
ち
お
う
、
に
り
ち
お
う
）
と
も
い
わ
れ
る
。
破
壊
と
滅

亡
を
司
る
神
。
ま
た
、
地
獄
の
獄
卒
（
地
獄
卒
）
の
こ
と
を
指
す
と
き
も
あ
る
。

四
天
王
の
一
で
あ
る
多
聞
天
（
毘
沙
門
天
）
に
夜
叉
と
共
に
仕
え
る

（
＊
注
意
＊
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
・
羅
刹
検
索
【
羅
刹
天
】
よ
り
抜
粋
）

【
備
考
】
羅
刹
の
男
は
醜
く
、
羅
刹
の
女
は
美
し
い
と
さ
れ
、
男
を
羅
刹
娑
・

羅
刹
婆
（
ラ
ク
シ
ャ
ー
サ
、
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
、
ラ
ク
シ
ャ
ス
、
ラ
ク
シ
ャ
サ
、

ラ
ク
サ
サ
）
、
女
を
羅
刹
斯
・
羅
刹
私
・
羅
刹
女
と
い
う
。
ま
た
羅
刹
女
と
い

ラ
ー
ク
シ
ャ
シ
ー

ら
せ
つ
に
ょ

え
ば
法
華
経
の
陀
羅
尼
品
に
説
か
れ
る
十
羅
刹
女
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
は

別
の
十
大
羅
刹
女
や
八
大
羅
刹
女
、
十
二
大
羅
刹
女
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
孔
雀
経
で
は
７
２
の
羅
刹
女
の
名
前
が
列
記
さ

れ
て
い
る

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
抜
粋
）

夜
叉
・
・
・
・
・
訳
：
暴
悪
・
捷
疾
鬼
・
威
徳
、
別
名
薬
叉
）
は
、
古
代
イ
ン

ド
神
話
に
登
場
す
る
鬼
神
。
の
ち
に
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
護
法
善
神
の
一
尊

と
な
っ
た

夜
叉
に
は
男
と
女
が
あ
り
、
男
は
ヤ
ク
シ
ャ
（
Ｙ
ａ
ｋ
ｓ
ａ
）
、
女
は
ヤ
ク
シ

ー
も
し
く
は
ヤ
ク
シ
ニ
ー
（
Ｙ
ａ
ｋ
ｓ
ｎ
ｉ
）
と
呼
ば
れ
る
。
財
宝
の
神
ク
ベ
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ー
ラ
（
毘
沙
門
天
）
の
眷
属
と
言
わ
れ
、
そ
の
性
格
は
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
か
ら
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
一
方
で
人
を
食
ら
う
鬼
神
の
性
格
も
併
せ
持

っ
た
。
ヤ
ク
シ
ャ
は
鬼
神
で
あ
る
反
面
、
人
間
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
存
在
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。
森
林
に
棲
む
神
霊
で
あ
り
、
樹
木
に
関
係
す
る
た
め
、
聖
樹

と
共
に
絵
図
化
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
水
と
の
関
係
も
あ
り
、
「
水
を
崇

拝
す
る
（
ｙ
ａ
ｓ
ｙ
－
）
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
ｙ
ａ
ｋ
ｓ
ｙ
ａ
 

と
名
づ
け

ら
れ
た
と
い
う
語
源
説
も
あ
る
。
バ
ラ
モ
ン
教
の
精
舎
の
前
門
に
は
一
対
の
夜

叉
像
を
置
き
、
こ
れ
を
守
護
さ
せ
て
い
た
と
い
い
、
現
在
の
金
剛
力
士
像
は
そ

の
名
残
で
あ
る
と
も
い
う

悪
鬼
で
あ
っ
た
者
が
多
く
、
例
え
ば
金
剛
夜
叉
明
王
、
大
威
徳
夜
叉
明
王
等
、

夜
叉
の
名
前
を
冠
す
る
仏
は
イ
ン
ド
神
話
で
は
悪
鬼
神
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

仏
教
に
は
他
に
も
夜
叉
神
と
し
て
鬼
子
母
神
（
別
名
大
薬
叉
女
〈
だ
い
や
く
し

ゃ
に
ょ
〉
）
・
荼
枳
尼
天
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

夜
叉
は
そ
の
鬼
神
と
し
て
の
残
虐
な
性
格
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
恐
ろ

し
い
地
獄
の
獄
卒
と
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
同
時
に
薬
師
如
来

の
十
六
大
薬
叉
大
将
や
釈
迦
八
部
衆
の
一
に
数
え
ら
れ
、
仏
法
の
守
護
者
と
し

て
の
性
格
も
保
持
し
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
＊
注
意
＊
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
【
夜
叉
】
項
よ
り
抜
粋
）

・
・
・
・
・
あ
～
疲
れ
た
、
は
い
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
抜
粋
事
項
終
了
！
！

次
、
オ
リ
と
原
作
よ
り
↓

夜
叉
姫
・
・
・
・
・
龍
野
（
姫
野
）
が
攘
夷
戦
争
時
に
呼
ば
れ
て
い
た
呼
び
名
、

味
方
陣
地
で
は
白
姫
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
姫
野
は
そ
の
呼
び
名
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を
嫌
っ
て
い
た
・
・
・
・
・
本
人
曰
く
『
そ
ん
な
、
大
層
な
者
じ
ゃ
な
い
の
に
、

何
で
【
姫
様
】
な
ん
て
呼
ば
れ
な
い
と
い
け
な
い
の
？
』
っ
だ
そ
う
だ
。
ち
な

み
に
ヒ
メ
ヤ
の
本
当
の
漢
字
は
姫
桜
と
、
書
き
思
い
っ
き
り
当
て
字
に
な
る
が
、

ヒ
メ
ヤ

姫
野
と
言
う
漢
字
を
昔
か
ら
使
う
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）

白
夜
叉
・
・
・
・
・
攘
夷
戦
争
時
の
銀
時
の
呼
び
名
、
そ
の
姿
と
戦
い
方
は
『

そ
の
者
、
銀
色
の
髪
に
血
を
浴
び
、
戦
場
を
駆
け
る
姿
は
正
し
く
、
夜
叉
』
と

言
わ
れ
、
敵
か
ら
も
味
方
か
ら
も
恐
れ
ら
れ
る
ほ
ど
凄
ま
じ
か
っ
た
よ
う
（
汗
）

（
原
作
＆
作
者
妄
想
よ
り
）
↑
駄
目
じ
ゃ
ん
！
？
Σ
（
○
△
○
）
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も
う
・
・
・
寝
て
い
い
っ
す
か
？
？
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龍
野

「
う
ん
、
も
う
一
生
寝
て
て
い
い
よ
？
」

え
？
そ
れ
ど
う
い
う
・
・
・
・
・
っ
て
、
何
？
そ
の
手
に
握
ら
れ
て
る
刀
は
？

！
え
？
嘘
だ
よ
ね
？
？
り
ゅ
、
龍
野
く
ぅ
～
ん
！
！
？
！
？
ワ
ァ
ア
ア
ァ
ァ
ァ

ァ
ァ
ぁ
ア
あ
！
！
？
っ
て
か
、
ギ
ャ
あ
ァ
あ
ア
あ
あ
ア
ア
ァ
ぁ
ァ
あ
ア
ァ
！
！

？
！
？

龍
野

「
っ
て
、
ま
だ
何
も
や
っ
て
な
い
ん
す
け
ど
・
・
・
・
・
」
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え
・
・
・
え
ぇ
ェ
ェ
ェ
エ
ェ
ェ
ェ
ェ
え
！
！
？
（
後
書
き
）

も
う
私
か
ら
言
う
事
は
な
い
（
・
・
・
は
？
）
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ま
ぁ
、
よ
く
あ
る
こ
と
じ
ゃ
の
（
前
書
き
）

短
っ
、
な
に
こ
れ
駄
文
っ

う
～
わ
、
う
～
わ
・
・
・
・
・
・
・
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ま
ぁ
、
よ
く
あ
る
こ
と
じ
ゃ
の

「
ん
？
こ
こ
は
・
・
・
・
・
何
処
だ
？
」

歳
三
は
見
知
ら
ぬ
和
室
で
目
を
覚
ま
し
た

上
体
を
起
こ
す
と
、
周
り
に
は
総
司
・
原
田
・
平
助
・
一
・
千
鶴
が
い
る

「
や
っ
と
起
き
た
が
か
」

不
意
に
声
が
聞
こ
え
、
そ
ち
ら
を
振
り
向
く

そ
こ
に
は
、
絢
爛
な
着
物
を
一
枚
纏
い
、
体
勢
を
崩
し
て
い
る
青
年

銀
色
と
黒
色
の
髪
が
混
ざ
っ
て
い
る
長
髪
癖
毛
に
紅
眼
の
青
年
が
、
此
方
を
見

下
す
よ
う
に
見
て
い
る

「
ん
・
・
・
こ
こ
は
、
っ
て
土
方
さ
ん
」

「
う
っ
・
・
・
」

「
ふ
ぁ
～
よ
く
寝
た
・
・
・
・
？
」
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順
々
に
全
員
起
き
る

「
テ
メ
ェ
等
」

「
お
ま
ん
等
よ
く
寝
る
の
～
、
半
分
呆
れ
と
っ
た
所
じ
ゃ
」

「
あ
ん
た
・
・
・
誰
だ
？
」

「
起
き
た
後
の
第
一
声
は
そ
れ
か
い
な
・
・
・
・
・
っ
と
言
う
か
、
そ
の
前
に

お
ま
ん
等
、
人
に
名
前
を
聞
く
と
き
は
ま
ず
自
分
か
ら
っ
て
習
わ
な
か
っ
た
ん

か
？
ま
、
い
い
が
の
・
・
・
ワ
シ
の
名
前
は
桜
野
、
黒
田
桜
野
じ
ゃ
、
以
後
は

桜
野
と
で
も
よ
ん
で
く
れ
や
」

「
此
処
は
何
処
だ
？
」

「
名
前
を
名
乗
っ
た
っ
て
ェ
の
に
、
自
分
の
名
前
く
ら
い
言
え
っ
て
ん
だ
」

「
・
・
・
土
方
歳
三
」

「
沖
田
総
司
」

「
原
田
左
ノ
助
だ
」

「
斉
藤
一
」

「
風
間
千
影
だ
」

「
ゆ
、
雪
村
千
鶴
で
す
」
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「
ほ
～
、
鬼
の
頭
領
と
女
鬼
に
、
羅
刹
の
人
間
・
・
・
・
・
か
、
面
白
い
組
み

合
わ
せ
じ
ゃ
の
」

「
！
！
」

「
貴
様
・
・
・
な
ん
で
そ
れ
を
」

「
鬼
の
こ
と
か
？
風
間
ぁ
・
・
・
そ
れ
は
ワ
シ
も
鬼
だ
か
ら
じ
ゃ
、
羅
刹
に
つ

い
て
は
別
じ
ゃ
が
の
」

「
鬼
？
！
」

「
お
ま
ん
覚
え
と
ら
ん
の
か
、
紅
桜
鬼
の
ワ
シ
の
事
」

「
・
・
・
・
！
！
お
前
、
桜
野
か
・
・
・
・
・
」

「
腐
れ
餓
鬼
・
・
・
・
・
口
の
聞
き
方
に
気
を
つ
け
ん
と
ま
た
死
な
す
ぞ
・
・
・

・
・
・
・
・
」

「
！
！
」

「
な
ん
て
の
、
嘘
じ
ゃ
わ
い
嘘
（
半
分
本
気
じ
ゃ
っ
た
が
・
・
・
」
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ィ
ヤ
ッ
フ
ー
！
！
！
！
！

土
方

「
こ
こ
は
ど
こ
な
ん
だ
？
」

桜
野

「
こ
こ
は
、
桜
山
・
・
・
京
の
都
寄
り
の
近
江
、
琵
琶
の
湖
の
中
心
に
あ
る
離

島
の
山
の
中
、
鬼
の
屋
敷
じ
ゃ
」

土
方

「
鬼
？
・
・
・
」

桜
野

「
ま
・
・
・
い
わ
ば
、
ワ
シ
の
屋
敷
な
ん
じ
ゃ
が
の
」

沖
田

「
あ
ん
た
の
？
」

桜
野

「
ま
ぁ
な
、
ほ
か
に
質
問
は
？
」

平
助

「
こ
こ
は
、
他
に
も
鬼
と
か
住
ん
で
ん
の
か
？
」



17

桜
野

「
あ
～
、
住
ん
で
る
の
、
鬼
の
他
に
九
尾
狐
・
白
蛇
・
首
無
し
・
落
ち
武
者
・

河
童
・
木
霊
・
大
神
・
・
・
・
・
そ
し
て
、
人
、
ま
ぁ
、
大
ま
か
に
分
け
る
と

だ
い
た
い
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
」

土
方

「
人
・
・
・
だ
と
？
」

桜
野

「
あ
ぁ
、
人
じ
ゃ
な
・
・
・
別
段
お
か
し
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ろ
？
人
種
・

種
族
、
肌
の
色
や
、
瞳
の
色
・
髪
の
色
が
違
う
だ
け
で
、
生
き
物
っ
ち
ゅ
う
の

は
か
わ
ら
ん
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
愛
し
合
い
、
共
に
暮
ら
す
・
・
・
・
・
こ

こ
の
次
期
頭
首
も
、
そ
ん
な
中
で
生
ま
れ
た
ん
じ
ゃ
か
ら
の
」

風
間

「
次
期
頭
首
だ
と
？
」

桜
野

「
あ
ぁ
、
そ
う
じ
ゃ
」

風
間

「
馬
鹿
な
・
・
・
紅
桜
鬼
の
死
ん
だ
お
主
の
息
子
の
鬼
夜
の
次
に
来
る
頭
首
は

決
ま
っ
て
お
ら
ん
と
聞
い
て
い
る
は
ず
だ
」

桜
野

「
そ
い
つ
・
・
・
ま
ぁ
、
ワ
シ
の
孫
な
ん
じ
ゃ
が
、
に
頼
ま
れ
た
ん
じ
ゃ
よ
’

俺
は
、
鬼
と
し
て
も
生
き
る
が
半
分
は
人
間
な
ん
だ
か
ら
、
人
間
と
し
て
も
生

き
た
い
か
ら
も
う
少
し
の
間
は
俺
が
若
頭
っ
て
ェ
の
は
口
外
し
ね
ェ
で
く
れ
’

と
な
」
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千
鶴

「
半
分
、
人
間
？
」

桜
野

「
人
間
と
鬼
の
間
の
子
供
な
ん
じ
ゃ
、
つ
ま
り
は
、
半
妖
」

平
助

「
ふ
～
ん
、
そ
ん
な
奴
が
い
る
ん
だ
」

桜
野

「
し
か
も
、
身
体
能
力
と
生
命
力
は
元
々
人
間
並
で
、
外
見
だ
け
が
鬼
の
奴
じ

ゃ
」

風
間

「
ふ
ん
・
・
・
鬼
の
風
上
に
も
お
け
な
い
な
」

桜
野

「
も
う
無
い
か
？
・
・
・
と
、
い
う
か
こ
れ
以
上
は
話
さ
ん
ぞ
、
面
倒
臭
い
・
・

・
・
・
つ
ぅ
事
で
、
輝
ァ
！
！
！
」

ス
ッ

輝「
何
で
す
か
？
桜
野
様
」

桜
野
が
輝
と
部
屋
の
外
へ
向
か
っ
て
呼
ぶ
と
、
少
し
し
て
襖
が
開
く

そ
こ
に
い
た
の
は
、
明
ら
か
人
間
で
、
目
の
色
だ
け
が
緑
色
を
し
た
黒
色
の
長
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い
髪
を
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
し
た
綺
麗
な
女
の
人

桜
野

「
こ
の
者
達
に
部
屋
を
用
意
し
て
や
っ
て
く
れ
」

輝「
は
い
」

輝
は
、
す
ぐ
に
返
事
を
す
る
と
、
そ
の
場
で
立
ち
上
が
る

輝「
着
い
て
来
て
下
さ
い
な
」

土
方
達
は
一
瞬
何
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
す
ぐ
に
輝
の
後
に
つ
い
て
部
屋
を

出
て
行
っ
た

輝「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
私
は
名
瀬
輝
っ
て
い
う
ん
だ
け
ど
貴
方
達
、
名
前
何
て
言
う
の

？
」

輝
は
、
部
屋
を
出
た
途
端
子
供
の
よ
う
な
喋
り
方
で
話
し
か
け
て
来
る
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千
鶴

「
あ
、
え
っ
と
・
・
・
雪
村
千
鶴
で
す
」

土
方

「
土
方
歳
三
だ
」

沖
田

「
沖
田
総
司
」

平
助

「
藤
堂
平
助
で
す
」

永
倉

「
永
倉
新
八
だ
」

輝「
あ
、
じ
ゃ
ぁ
駄
眼
鏡
く
ん
だ
！
！
」

永
倉

「
駄
目
が
ｎ
！
？
「
あ
～
、
ゴ
メ
ン
こ
っ
ち
の
話
」
」

原
田

「
原
田
佐
之
助
だ
」

斉
藤

「
斉
藤
一
で
す
」
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輝「
ふ
～
ん
、
千
鶴
ち
ゃ
ん
に
歳
三
に
総
司
に
平
助
く
ん
に
新
八
・
佐
之
助
・
一

く
ん
ね
、
オ
ッ
ケ
ー
オ
ッ
ケ
ー
・
・
・
こ
こ
は
、
色
ん
な
人
と
か
妖
怪
が
い
る

か
ら
、
ま
た
紹
介
す
る
ね
・
・
・
あ
っ
、
そ
う
だ
！
！
こ
こ
に
住
む
ん
だ
か
ら

ち
ょ
っ
と
屋
敷
案
内
し
た
げ
よ
っ
か
、
注
意
事
項
含
め
て
」

千
鶴

「
え
・
・
・
あ
、
は
い
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
輝
さ
ん
」

輝「
う
ん
♪
じ
ゃ
、
庭
の
方
か
ら
行
こ
う
か
・
・
・
今
の
時
間
帯
だ
っ
た
ら
、
あ

の
子
達
が
い
る
は
ず
だ
か
ら
さ
」

千
鶴

「
庭
で
す
か
？
」

輝「
そ
、
こ
っ
ち
側
の
じ
ゃ
な
く
て
、
反
対
側
の
な
ん
だ
け
ど
ね
、
っ
て
事
で
こ

こ
か
ら
行
く
か
な
」

輝
は
そ
う
言
う
と
、
目
の
前
に
あ
っ
た
襖
を
開
け
、
入
っ
て
い
く

輝「
あ
、
言
っ
と
く
け
ど
、
こ
の
屋
敷
無
駄
に
デ
カ
イ
か
ら
、
反
対
が
わ
に
行
き

た
い
ん
だ
っ
た
ら
、
ど
こ
か
の
部
屋
を
抜
け
な
い
と
約
５
ｋ
ｍ
歩
か
な
い
と
行

け
な
い
か
ら
」

千
鶴

「
五
き
ろ
？
・
・
・
な
ん
で
す
か
そ
れ
？
」
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輝「
あ
～
・
・
・
つ
ま
り
、
だ
い
た
い
一
里
と
十
町
歩
か
な
い
と
い
け
な
い
っ
て

事
」

「
「
「
「
「
「
「
一
里
ィ
？
！
」
」
」
」
」
」
」

一
里
＝
約
４
ｋ
ｍ
　
　
正
確
に
は
３
．
９
２
７
２
７
２
７
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

十
町
＝
約
１
ｋ
ｍ
　
　
正
確
に
は
１
．
０
９
０
９
０
９
０
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

輝「
そ
っ
、
ち
な
み
に
、
縦
に
横
切
っ
て
も
大
体
、
五
町
く
ら
い
歩
く
か
ら
、
ま
、

抜
け
道
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
ま
た
教
え
た
げ
る
ね
」

・
・
・
・
・
五
町
＝
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
　
　
正
確
に
は
５
４
５
．
４
５
４
５

４
５
 

メ
ー
ト
ル

あ
～
・
・
・
疲
れ
る
よ
、
考
え
た
だ
け
で
疲
れ
る
よ

平
助

「
マ
ジ
か
よ
・
・
・
」

輝「
マ
ジ
だ
よ
♪
」
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キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ

「
白
ち
ゃ
～
ん
！
！
！
そ
っ
ち
に
鞠
行
っ
た
よ
～
」

「
わ
っ
、
え
っ
と
・
・
・
わ
っ
わ
っ
！
！
！
」

「
任
せ
て
ろ
！
！
」

「
あ
ー
！
！
ズ
ル
イ
で
っ
せ
、
黒
や
ん
」
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「
う
る
せ
ぇ
！
！
白
は
俺
が
護
る
ん
じ
ゃ
！
！
！
」

「
は
は
は
、
黒
翼
、
あ
り
が
と
う
ね
」

「
（
ぽ
ん
っ
）
お
お
お
お
お
ぅ
！
！
（
赤
面
）
」

「
「
あ
～
、
照
れ
て
る
」
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

闇夜の桜と春の月――――――
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